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ＳＳＨ・ＳＧＨ合同研究発表会は 1 月２５日（金） 

に開かれ、２年ＳＧコースと理数科の生徒がこの１年 

間取り組んできた課題研究の成果を発表しました。 

県内外の高校や大学等から約７０人の教職員等が見 

学に訪れました。啓泉講堂での口頭発表では、生徒の 

ほか、多くの参観 

者が見守る中、２４Ｈと２０Ｈの代表グループがプレゼンテーション

を行うと、クラスをまたいで鋭い質問が飛び交い、白熱した時間とな

りました。続いて２４Ｈの生徒は、１階生徒ホールでポスターセッシ

ョンを行い、各グループの研究について参観者に堂々と臆することな

く研究について語りました。様々な質問や意見を受けて、今後の研究

の方針を見つめ直す良い機会となったようでした。 

 

 

２４Ｈ生徒の感想 私はこの発表で質疑応
答の重要性と難しさを体感した。やはり話
し手が聞き手を引き込んで発表を伝えるこ
とも大切だが、より良い研究にする、より
深く追究を進めるためには、質疑応答の時
間ほど効果的なものはないと思う。 

いしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）課題研究

合同発表会は１月２９日（火）に県地場産業振興センターで

開かれ、泉丘・七尾・桜丘・二水・小松・翠星高校の生徒が日

頃の課題研究の成果を発表しました。本校からは、１２月の

ＮＳ探究α校内発表会で選出された２２Ｈと２３Ｈの３グル

ープが参加しました。発表したり、他校の発表を聞いたりし

た生徒にとって、刺激的で有意義な機会となったようでした。 

２４Ｈ生徒の感想 今までやってきた研
究の成果を最大限に発揮することができ
た。しかし、意見を聞くにつれて、自分に
はまだ足りない要素が分かった。それは、
論理立った説明をすること。相手に伝えた
いことや自分の知識は十分にあったとし
ても、どの情報を選び、順序立てていくこ
とはまだできていないと思った。 

２４Ｈ生徒感想 理数科の
発表で、津波の再現を行う
にあたって、絵の具を用い
ているところが安価で済ま
せられるうえに結果が分か
りやすく、優れた考えだと
思いました。また、京都大学
院生が、食べ物の分解力は
人種によって異なるとコメ
ントしていましたが、世界
に応用するには今まで課題
研究を進めてきたときより
も遥かに多角的な視点をも
たなければならないと気づ
かされました。 

１年思考基礎の発表の様子 

感想 まず課題と対策、結論がしっかりと結びつ
いているかが重要だと思いました。また、質問が
何かを理解し、聞かれたことに的確に答えること
も重要だと思いました。他校の発表を聞いて、こ
れからはフィールドワークをしっかり行うよう
にしたいと思いました。 

感想 個人的に、発表を聞いていて
疑問がよく思い浮かぶようになりま
した。何で？どうして？みたいなこ
と、今までは大して気にしなかった
ことも、この研究を通して気に留め
るようになりました。 

感想 ポスター発表では、プレゼン
とは違った難しさがあるけど見てい
る人全員に声が届くように、聞き取
りやすい声を意識しました。この体
験をこれからに繋げられるように、
これからのNS探究も頑張ります。 

 １年生のＳＧ思考基礎とプラクティカ

ルイングリッシュの授業を公開し、多くの

参観者に見学していただきました。思考基

礎では、生徒が互いにこれまで調べてきた

ことを発表し合いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年ＳＧコースの「ＮＳ文型へのプレゼンテーショ

ン」は１月１６日に行われ、２４Ｈの生徒が２１～２３

Ｈの生徒に日ごろの課題研究の成果を発表しました。

翌日には、ＮＳＨ課題研究合同発表会に出場する２２・ 

２３Ｈの３グループが２４Ｈの生徒に

対して課題研究の発表を行いました。

改めて自分たちの研究について真剣に

考えるきっかけとなったようでした。 

ＳＧＨ全国高校生フォーラムが

１２月１５日（土）に東京国際フォ

ーラムで行われ、２年ＳＧコースの

２人が英語で発表しました。 

留学生たちとディスカッショ

ン等の全ての活動を英語で行う

「エンパワーメントプログラム」

は１２月２５日(火)から３日間、

iStuio で行われました。今回は初

めて金大附属高校と合同で 

開かれ、泉丘からは１５人 

が参加しました。初日は緊 

張していた生徒たちでした 

が、最終日には全員英語で 

将来の夢を語るプレゼン 

テーションをやり遂げまし 

た。 

泉丘、金大附属、二水による三校合同課題研

究発表会が１月１２日（土）に金沢大学附属高

校で行われました。本校から２年ＳＧコースと

ＮＳＨ合同発表会に出場する２２Ｈの２グ 

ループが参加しました。 

感想 英語は感情や意見を伝えるツールだ
けであって、大切なのは伝えようとするこ
と。言葉を述べること、アイコンタクトやジ
ェスチャーはとても必要である。自分を見直
し、考えるとても良い機会になった。ツール
であるが、英語ができると世界が広がる、も
っと使えるようになるともっと深いディス
カッションができると思った。 

北信越地区のＳＧＨ校の生徒が集う「ＳＧＨ北信越フォーラム」 

は３月１５日（金）、１６日（土）の１泊２日の日程で、石川県 

青少年総合研修センターと金沢大学にて、今回初めて開かれまし 

た。「みらい協創プロジェクト」には、本校から２年ＳＧコース 

の８人が参加。全員異なる学校の生徒で構成されたグループで、 

与えられた課題に対して、テーマ設定、アイデアの具体化、スライ 

ド作成等をメンバーと協力して行い、２日目に聴衆を前にプレゼン 

テーションを行いました。泉丘の生徒は独創的なアイデアや高い発信力を持つ他校の生徒とうまくコミ

ュニケーションを取りながら、グループのミッションを果たすべく力を発揮しました。２日目はポスタ

ーセッションも行われ、２年ＳＧコースの８グループが他校の生徒たちと意見交換を行いました。 

 

感想 他校の生徒の発表を聞き、自分と同年代の高校生が斬新なアイデアや、画期的な
システムを創り出していたことに刺激を受け、彼らに負けないように知識や、創造力を
高めていきたいと思った。 

グローバル企業特別講義は２月６

日（水）に iStudio で行われ、２年ＳＧ

コースの生徒が、グローバル企業コマ

ツの社員で海外駐在経験がある勝山

治さんから異文化の中で異なる価値

観を背景とする人々との協働の難し

さや重要性を伺いました。 

泉丘・附属・高岡・高志・敦賀・ 

長野・上田の７校 

感想 同年代の人で世界の問題について興味
をよくもち、考察を深めて、そしてそれを英語
で表現できる、これをできる人がこんなにもい
るのかと痛感しました。 


